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１ 目的

在宅医療・介護をシームレスに連携させる仕組みを面
的に整備するため、市町村や地区医師会等を連携拠点
として、地域の医師、歯科医師、薬剤師、看護職員、ケ
アマネジャー等の多職種協働による在宅医療支援体制
の構築を図り、在宅医療に関する地域住民への普及啓
発を促進することにより、本県における包括的かつ継続
的な在宅医療の進展に資することを目的とする。



２ 事業対象者

市町村（委託可）、地区医師会、医療機関

３ 実施期間
平成２６年１月から平成２７年３月まで（１５か月間）

４ 補助額

１連携拠点あたりの補助基準額 １９，６７５千円
（平成25年度 2,372千円、平成26年度 17,303千円）



５ 事業内容

在宅医療連携拠点として、以下に示す(1)～(5)の活

動等を通して地域における包括的かつ継続的な在
宅医療を提供するための体制を構築する。

事業実施にあたっては、市町村と地区医師会との
連携が十分図れることを条件とする。



(1) 多職種連携の課題に対する解決策の抽出

地域の在宅医療に関わる多職種（病院関係者・介
護従事者等も含む。）が一堂に会する場を設定す
る。

各地域の行政担当者（保健所を含む。）及び各関
連機関等の管理者が参加する会合も設定する。



(2) 在宅医療従事者の負担軽減の支援

地域の医療・福祉資源の量・質の把握、資源の有
効活用や不足資源の確保のための具体な方策の
実施
２４時間対応の在宅医療提供体制の構築



(3) 効率的で質の高い医療提供のための多職種連携

訪問支援の実施、多職種連携によるケアカンファレ
ンスの開催

チーム医療を提供するための情報共有ツールの活
用

在宅医療に従事する人材育成



(4) 入院病床の確保及び家族の負担軽減に向けた取組み

在宅療養者の症状急変時における入院病床確保
のための後方支援病院の確保

家族の介護の負担軽減に向けたレスパイトサービ
スの実施



(5) 在宅医療に関する地域住民への普及啓発活動

地域での在宅医療を浸透させるためのフォーラムや
講演会等の開催

住民向けの地域の医療・福祉資源マップやパンフ
レット等の発行



６ 補助箇所数
１２か所

７ その他

(1) 事業計画書の提出について

平成２５年１０月１５日（火）締切予定
選定委員会で事業内容から補助先を選定



(2) 事業を実施するにあたっての留意事項

市町村と地区医師会との連携が十分図れるこ
とを条件とする。

平成２６年度においては、専任の人員を１名以
上必ず配置すること。
なお、人員の配置は、看護師等医療従事者又
は医療連携業務に携わった経験のある事務職
が望ましい。



補助基準額等

１ 年度 ２ 基準額 ３ 対象経費
平成２５年度 ２，３７２

千円
事業の実施に必要な給料、共済費、賃金、
報償費、旅費、需用費（消耗品費・燃料費、
印刷製本費）、役務費（運搬料）、使用料
及び賃借料、委託料（上記の経費に該当す
るもの）で事業の実施に必要な経費

平成２６年度 １７，３０３
千円

事業の実施に必要な給料、共済費、賃金、
報償費、旅費、需用費（消耗品費・燃料費、
印刷製本費）、役務費（運搬料）、使用料
及び賃借料、委託料（上記の経費に該当す
るもの）で事業の実施に必要な経費



(3) スケジュール（予定）

平成２５年 ９月１２日 事業説明会
平成２５年１０月１５日 事業計画書提出締切
平成２５年１０月下旬 選定委員会【書類審査】
平成２５年１１月中旬 選定委員会【面接審査】
平成２５年１１月下旬 内示
平成２５年１２月中旬 交付申請書提出・交付決定
平成２６年 １月 補助開始
平成２６年 ３月 中間報告書提出

平成２５年度



平成２６年度

平成２６年 ３月 交付申請書提出
平成２６年 ４月 交付決定・補助開始
平成２７年 ３月 実績報告書提出


